
（別紙1） 気候変動に係るリスク及び機会の概要

種別 影響度 対応

・炭素税の導入によるエネルギーコスト、原材料

 コストの増加

・省エネ活動の積極的推進

・太陽光発電の導入

・再生可能エネルギーへの転換

・サプライヤーとの協働によるScope３の削減

・価格への転嫁

・GHG排出量削減目標達成のための設備投資等の対応

 コストの増加

・投資計画の策定

 市場

・主要製品に関する新製法の確立に向けた

 先発メーカーとの技術面、コスト面での競争激化

・エネルギー価格上昇による物流コストの増加

中

・左記リスクを念頭に置いた新製法の検討、確立

・配送業者へのＥＶ車導入働きかけ、配送方法の

 見直し

 評判
・取引先企業の意識向上に伴い、GHG排出量削減

 の遅れによる製品需要の減少
小 ・GHG排出量削減目標の達成

 急性
・異常気象が激甚化し、洪水発生による生産拠点の

 浸水、サプライチェーンの寸断
大

・各拠点の災害レベル想定

・各レベルに即した防災対策の検討、強化

 資源   効率
・新たな省エネ・再エネ技術の導入によるエネルギー

 コストの減少
中 ・積極的な導入による競争力アップの実現

 評判
・環境側面での付加価値の高い製品ラインナップへ

 の切替えによる販売増
中

・タイムリーな製品開発

・需要に対応できる生産能力の準備

 製品・

サービス等

・EV関連需要増加

・全個体電池の需要増加

・脱炭素化設備やゼロカーボンスチールの需要増加

・水素燃料製造設備の需要増加

中
・タイムリーな製品開発

・需要に対応できる生産能力の準

内容

移行

リスク

 政策・規制 中

 技術 ・新技術への研究開発等の遅れによる競争力低下 中 ・気候変動に対応する新技術の研究開発等推進

物理的

リスク

 慢性 ・平均気温上昇による冷房コストの増加 小 ・冷房効率のアップ（機器の切替等）

機会


